
 



2広報「 」平成18年2月号

 平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

   平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

   平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
17
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
事
案
件
や
市
公
共
施
設
に
指
定
管
理
者 

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

第
４
回
葛
城
市
議
会 

　
　
　
　
定
例
会
開
催 

第
４
回
葛
城
市
議
会 

　
　
　
　
定
例
会
開
催 

同
意
、
適
任
と
さ
れ
た
人
事
案
件
（
敬
称
略
）

■
教
育
委
員
会
委
員
　
　
　
堀
内
忠
樹
（
南
花
内
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
　
木
下
忠
則
（
當
　
麻
）

辻
本
八
栄
子
（
尺
　
土
）

そ
の
ほ
か
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

原
案
承
認

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

原
案
承
認

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

原
案
承
認

●
葛
城
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
福
祉
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
農
事
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
ふ
れ
あ
い
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
ふ
れ
あ
い
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
可
決

議
員
提
出
議
案

●
葛
城
市
特
別
参
与
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
否
　
　
決

●
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
否
　
　
決

●
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
否
　
　
決

●
葛
城
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
否
　
　
決

●
「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
る
行
財
政
の
効
率
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決



3 広報「 」平成18年2月号

1月9日、當麻文化会館において、平
成18年葛城市成人式が行われました。
当日は、寒中とはいえ好天に恵まれ、

華やかな晴れ着や凛々
り り

しいスーツ姿の
新成人が集まり始めると、会場は若々
しい熱気に包まれました。
式典では、葛城市の子ども太鼓の皆

さんによる演奏に始まり、続いて来賓
や中学校の恩師の方々からお祝いと激
励の言葉が贈られました。
今回の成人式では、堀川純世さんと

西川裕巳さんにより司会進行が行われ、
「自身の夢の実現に励むとともに、葛城
市民として、責任と義務、自覚を持っ
て地域の期待に応えたい。」と、松下健
太さんと宇井拡美さんにより誓いの言
葉が述べられました。
今年度、葛城市では、455人（男性

195人･女性260人）が成人を迎えられ
ました。
新成人の皆さんの今後のご活躍を期

待します。



4広報「 」平成18年2月号

第４分団　分 団 長　吉田　俊裕 第５分団　部　　長　寺田　昌史
第２分団　分 団 長　池田　政彦 第６分団　班　　長　下村　克也
消防本部　消防司令　西川　善裕

（対象者　勤続25年以上の消防団員） （対象者　勤続10年以上の消防団員）
第３分団　副分団長　藤井　邦康 第６分団　部　　長　杉岡　正浩
第１分団　部　　長　吉川　天祥 第４分団　部　　長　斎藤　恵史

第５分団　班　　長　田中　孝明
第６分団　班　　長　下村　克也

（対象者　勤続15年以上の消防団員） 第３分団　団　　員　井上　泰次　
第６分団　副分団長　米井日都志 第４分団　団　　員　中川　卓也
第６分団　班　　長　下村　雅英
第１分団　団　　員　田仲　清彦
第１分団　団　　員　肥田　隆博 第１分団　副分団長　増井　孝至
第２分団　団　　員　仲井　豊和 第３分団　部　　長　中島　章祐
第２分団　団　　員　南　　邦弘
第６分団　団　　員　田中　秀雄

葛
城
市
人
事
異
動

１
月
１
日
付
の
異
動
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（

）
は
、
前
所
属

【
補
佐
級
】

高
齢
福
祉
課
長
補
佐

松
山
　
神
恵

（
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

【
一
般
職
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

白
澤
　
真
治（

体
育
振
興
課
）

高
齢
福
祉
課

西
川
　
　
進

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

新
春
を
飾
る
葛
城
市
消
防
出
初
式
が
、
１
月
10
日
に
當
麻
健
民

運
動
場
に
お
い
て
市
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
消
防
団
員
及
び
消
防

署
員
総
勢
１
４
０
名
、
車
両
９
台
が
服
装
や
機
械
器
具
の
点
検
を

受
け
、
行
進
を
行
っ
た
後
、
放
水
演
習
で
は
消
防
ポ
ン
プ
車
７
台

が
一
斉
放
水
を
実
施
し
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
優
良
消
防
職
・
団
員
と
し
て
、
栄
誉
あ
る
表
彰
並

び
に
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）



5 広報「 」平成18年2月号

１
月
15
日
、
新
庄
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
恒
例
の

成
人
記
念
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
部
の
2.5
㎞
で
は
、
小
学
生
な
ど
２
１
７
名
が
、

続
い
て
の
中
学
生
や
一
般
の
５
㎞
で
は
56
名
の
参
加
者
が
、
真

冬
の
空
の
も
と
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
に
は
駅
伝
の
部
が
ス
タ
ー
ト
。
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
、
地
区
の
部
の
合
計
48

チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、「
た
す
き
」
を
肩
に
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ー
ス
に
元
気
よ
く
駆
け
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

５
区
間
14
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
は
、
４
ヵ
所
の
中
継
所
で

「
た
す
き
」
が
引
き
継
が
れ
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
選

手
の
力
走
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
目
の
結
果
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ママ
ララ
ソソ
ンン
のの
部部

小
学
生
男
子
の
部

１
位
　
山
口
　
　
皐

２
位
　
関
　
　
凌
佑

３
位
　
神
床
　
知
弘

小
学
生
女
子
の
部

１
位
　
井
上
奈
都
希

２
位
　
安
藤
　
由
稀

３
位
　
竹
内
　
り
え

中
学
生
男
子
の
部

１
位
　
梶
本
　
庸
平

２
位
　
上
原
　
寛
大

３
位
　
軽
本
　
翔
馬

中
学
生
女
子
の
部

１
位
　
米
田
　
真
美

２
位
　
西
川
友
里
愛

一
般
男
子
の
部

１
位
　
松
下
　
健
太

２
位
　
エ
ウ
ゼ
ビ
オ
和
志

３
位
　
田
中
　
　
尚

一
般
女
子
の
部

１
位
　
伊
東
　
芳
恵

２
位
　
植
家
　
千
晴

３
位
　
松
井
ミ
サ
エ

駅駅
伝伝
のの
部部

小
学
生
の
部

１
位

新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

２
位

新
庄
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
男
子

３
位

新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｃ

中
学
生
の
部

１
位

新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ａ

２
位

新
庄
中
学
野
球
部
Ａ

３
位

新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ｂ

一
般
の
部

１
位
　
か
め
さ
ん

２
位
　
シ
ャ
ー
プ
葛
城
A

３
位
　
刺
繍
セ
ン
タ
ー
金
澤

地
区
の
部

１
位
　
新
村

２
位
　
新
庄
A

３
位
　
新
庄
Ｂ

駅駅
伝伝
のの
部部
（（
区区
間間
賞賞
））

小
学
生
の
部

１
区

新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

森
田
　
裕
太

２
区

新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｃ

地
造
　
光
博

３
区

新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ

岩
田
　
拓
也

４
区

新
庄
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
男
子

古
岩
　
拓
馬

５
区

新
庄
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
男
子

西
林
　
嵩
明

中
学
生
の
部

１
区
　
新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ａ

エ
ウ
ゼ
ビ
オ
和
志

２
区
　
新
庄
中
学
野
球
部
Ａ

須
藤
　
健
太

３
区
　
新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ａ

梶
本
　
庸
平

４
区
　
新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ａ

森
本
　
善
智

５
区
　
新
庄
中
学
陸
上
部
男
子
Ａ

上
原
　
寛
大

一
般
・
地
区
の
部

１
区
　
シ
ャ
ー
プ
葛
城
Ｂ

山
崎
　
圭
介

２
区
　
か
め
さ
ん

木
村
　
和
正

３
区
　
か
め
さ
ん

芦
高
　
良
二

４
区
　
か
め
さ
ん

脇
本
　
欽
吾

５
区
　
刺
繍
セ
ン
タ
ー
金
澤

松
下
　
健
太

「「
５５
つつ
のの
おお
約約
束束
」」
被被
害害
防防
止止
教教
室室

昨
年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
、
市
内
の
各
保
育
所
と
幼

稚
園
で
園
児
を
対
象
に
、
連
れ
去
り
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
被
害
防
止
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
奈
良
県
警
察
中
南
和
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職

員
の
方
々
が
、
ウ
サ
ギ
や
パ
ン
ダ
な
ど
の
着
ぐ
る
み
に
よ
る
寸
劇

を
と
お
し
て
園
児
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
劇
の
中
で
教
わ
っ
た
「
５
つ
の
お
約
束
」

①
誘
わ
れ
て
も
つ
い
て
い
か
な
い
。

②
何
か
あ
っ
た
ら
大
声
で
「
助
け
て
」
と
言
っ
て
逃
げ
る
。

③
怖
く
な
っ
た
と
き
は
近
く
の
お
店
や
家
に
逃
げ
込
む
。

④
一
人
で
遊
ば
な
い
。

⑤
外
に
行
く
と
き
は
、
必
ず
お
家
の
人
に
行
き
先
を
話
す
。

を
お
さ
ら
い
し
教
室
を
終
え
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
劇
を
楽
し
み
な
が
ら
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
話
し
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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地地
産産
地地
消消
『『
ウウ
ママ
イイ
ナナ
パパ
ンン
』』

市
の
特
産
野
菜
で
あ
る
ウ
マ
イ

ナ
（
不
断
草
）
を
使
っ
た
パ
ン
が

市
内
で
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
マ
イ
ナ
は
紀
元
前
千
年
ご
ろ

か
ら
ギ
リ
シ
ャ
で
栽
培
さ
れ
始
め

た
野
菜
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分

が
豊
富
で
、
特
に
β
カ
ロ
チ
ン
含

有
量
は
緑
黄
色
野
菜
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
本
市
で
は
、
新
村

を
中
心
に
栽
培
し
て
お
り
県
内
最

大
の
生
産
地
で
す
。

「
地
産
地
消
」
と
は
、「
地
元
生

産
・
地
元
消
費
」
を
略
し
た
言
葉
で
、「
そ
の
土
地
で
採
れ
た

も
の
を
、
そ
の
土
地
で
消
費
す
る
。」
と
い
う
意
味
で
、
作
る

人
と
食
べ
る
人
が
お
互
い
に
顔
が
見
え
る
関
係
で
、
消
費
者

が
安
全
性
を
自
分
の
目
で
確
か
め
ら
れ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
市
で
は
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

はは
っっ
けけ
よよ
いい
！！
相相
撲撲
体体
験験

葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
で
１
月
16
日
、

新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
園
児
39
人
が
、
ま

わ
し
を
締
め
て
土
俵
に
上
が
り
相
撲
を
楽
し
み
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
元
に
あ
る
相
撲
館
の
施
設
を

知
っ
て
も
ら
い
、
相
撲
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
同
館
職
員
が
指
導
員

と
な
り
園
児
と
次
々
に
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
ど
き
ど
き
し
た
。」、「
楽
し
か

っ
た
。」
と
に
っ
こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

社社
にに
響響
くく
フフ
ルル
ーー
トト
のの
音音
色色

音
楽
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
天
香
山
命
笛
を
祭
る
笛
吹

神
社
で
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
安
藤
史
子
さ
ん
が
奉
納
演
奏
を

行
わ
れ
ま
し
た
。
関
西
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
う
安
藤
さ

ん
は
、
平
成
三
年
に
雑
誌
の
取
材
で
同
神
社
に
訪
れ
て
以
来
、

毎
年
正
月
二
日
に
奉
納
演
奏
を
行
っ
て
お
ら
れ
、
今
回
で
16

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
笛
の
会
（
代
表
対
馬
潤
）
の
メ
ン
バ
ー
３
名
も
演
奏

に
加
わ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト
４
重
奏
曲
ニ
長
調

な
ど
４
曲
の
調
べ
が
社
に
響
い

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
生
誕
２
５
０
年
に
当

た
り
ま
す
。

初
め
て
の
参
加
に
な
る
芦
田

正
子
さ
ん
は
、「
神
前
で
演
奏
で

き
て
、
笛
の
上
達
を
感
じ
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
新
年
の
ス
タ
ー
ト

を
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

とと
んん
どど

葛
城
市
内
の
多
く
の
大
字
で
は
、
１
月
14
日
に
と
ん
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
辻
区
で
は
、
大
た
い
ま
つ
づ
く

り
に
子
ど
も
会
が
初
め
て
参
加
し
、

わ
ら
や
竹
、
ク
ヌ
ギ
の
木
な
ど
で
組

み
立
て
た
高
さ
４
ｍ
、
胴
回
り
６
ｍ

の
た
い
ま
つ
が
完
成
し
ま
し
た
。

西
辻
区
長
は
、「
子
ど
も
達
に
は

貴
重
な
体
験
を
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
か
か

わ
っ
て
も
ら
い
地
域
の
伝
統
を
継
承

し
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

商商
工工
会会
合合
併併
調調
印印
式式

昨
年
12
月
14
日
、
新
庄
庁
舎
会
議
室
で
新
庄
商
工
会
（
高
木

正
年
会
長
）
と
當
麻
商
工
会
（
吉
村
清
治
会
長
）
の
合
併
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
の
合
併
は
県
内
で
初
め

て
で
、
平
成
18
年
４
月
１
日
に

「
葛
城
市
商
工
会
」
が
発
足
し
ま
す
。

高
木
会
長
は
、「
地
域
に
密
着
し

た
商
工
会
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。」、
吉
村
会
長
は
、「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
商

工
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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所得税は、税法に従って自ら自分の所得と税額を正しく計算して申告し、納税するという申告納税制度を採
用しています。申告をしなければならない人が申告しなかったり、申告期限を過ぎてから申告したりすると、
加算税や延滞税を納めなければならないことになります。確定申告は期限を守って正しく申告･納税しましょう。

◆◆
平成17年分の所得税の確定申告をしなければならないのは、

・ 事業をしている方・ 不動産収入のある方・ 土地や建物を売った方
・ 給与所得者の方で平成17年中の給与の収入金額が2,000万円を超える方
・ 給与所得者の方で給与所得･退職所得以外の各種の所得金額の合計金額が20万円を超える方
などです。

◆◆
確定申告をする必要のない給与所得者の方でも、高額の医療費を支払った場合や、住宅ローン等を利用して

マイホームを新築や購入、リフォーム等をしたときなどは、確定申告をすれば源泉徴収された所得税が還付さ
れることがあります。
葛城税務署では、還付を受けるための申告書は2月16日以前でも提出することができますので、申告書は早めに

提出しましょう。

◆◆
国税庁のホームページでは、「所得税の確定申告書作成コーナー」を設置しています。これはインターネット

に接続したパソコンで申告書を作成し、カラープリンタで印刷すればそのまま税務署に提出できるという便利
なコーナーです。どうぞご利用ください。
また、タックスアンサーでは税金に関する疑問についてお答えしています。

◇国税庁ホームページ　　http://www.nta.go.jp/
◇タックスアンサー http://www.taxanswer.nta.go.jp

葛城税務署では2月19日（日）、26日（日）の午前9時～午後5時（正午～午
後1時は除く）にも確定申告の相談・申告書の受付を行います。（通常、土・
日・祝日は閉庁しています）
お問い合わせ　葛城税務署 TEL 0745－22－2721
また、確定申告期間中の相談会場は、広報かつらぎ1月号に掲載のとおりです。

事業所得、不動産所得、土地・建物・株式等の譲渡所得がある方については、市役所税務課では確定申告相
談はできません。税務署で申告相談を行ってください。

◆◆
所得税の納期限は、申告期限と同じ平成18年3月15日（水）です。納期限までに納付書を添えて、最寄りの

金融機関または所轄の税務署で納税を済ませましょう。
所得税の納税方法として「振替納税制度」があります。金融機関の預貯金口座から自動的に国庫に振替する

ことによって納税するもので、簡単な手続きで利用できます。新たに振替納税を利用するには、申告期限であ
る3月15日までに預貯金先の金融機関か所轄の税務署へ「預貯金口座振替依頼書」を提出することが必要です。
なお、振替納税をご利用の方の振替日は、平成18年4月20日（木）です。
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奈良県では、平成18年4月から「奈良県森林環境税」を導入することにより、その税収を活用
して、多様な公益的機能を有する森林を県民全体の環境資源として保全するための新たな取り組
みを推進します。

【課税の趣旨】
森林環境の保全および森林をすべての県民で守り育てる意識の醸成に関する施策に要する経費

の財源を確保し、ひいては林業労働者の雇用の確保等に資するため、県民税の税率の特例として
森林環境税を県民や企業の皆さまに広くご負担をお願いするものです。

【税のしくみ】
納税義務者《法人》◆県内に事務所（事業所）がある法人

◆県内に事務所（事業所）はないが、寮、宿泊所、クラブ
などを持っている法人
◆県内に事務所（事業所）や寮などがある、法人でない社
団または財団で、収益事業を行っているもの

《個人》◇県内に住所がある個人
◇県内に事務所、事業所、又は家屋敷があり、その所在す
る市町村内に住所がない個人

納税方法 県民税（均等割）に加算して納めていただきます。
税 率 法人：均等割額の5％

資本等の金額 税率
50億円超 年額 800,000円 ⇒ 840,000円
10億円超～50億円以下 年額 540,000円 ⇒ 567,000円
1億円超～10億円以下 年額 130,000円 ⇒ 136,500円
1千万円超～1億円以下 年額　 50,000円 ⇒ 52,500円
上記以外の法人 年額　 20,000円 ⇒ 21,000円

個人：年額500円（現行の均等割額１,000円に500円加算）
実施期間 平成18年4月1日から5年間

（法人等の場合、平成18年4月1日から平成23年3月31日まで
の間に開始する事業年度に適用）

皆さまのご理解とご協力をお願いします！
◎詳しくは、 電話0742－27－8363
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医療費は、皆さんが納める保険税と国などからの負担金で賄われています。
医療費は年々増加傾向にありますが、国保税の税収については、伸びておらず逆に減少傾向にあります。
これにより、葛城市の国民健康保険の財政状況がより一層厳しくなっており、国民健康保険制度を健全に維

持していくことが、大変難しくなってきています。安心してお医者さんにかかることができるよう、医療費の
現状を知っていただき、医療費の適正化に努め、国民健康保険税は納期内に納めましょう。

※表示単位（円） ※表示単位（円）

医療費の適正化対策として…
▽ かかりつけ医を持ちましょう ▽ 健康診断を受けましょう
▽ 薬をたくさん欲しがるのはやめましょう
▽ 外出後は、「うがい」・「手洗い」をして風邪の予防を心がけましょう

高齢者が安心して医療を受けられるように、国民みんなで医療費を出し合う制度を老人保健制度といいます。
その老人保健制度で使われた医療費を老人医療費といいます。
年々増加傾向にある医療費の中で、老人医療費の占める割合が大きくなっています。
葛城市においても、平成17年度上半期には奈良県平均を超えており、医療費がこのまま増え続けてしまうと、

医療制度が成り立たなくなり、安心してお医者さんにかかることができなくなってしまうかもしれません。安
心してお医者さんにかかることができるよう、老人医療費の現状を知っていただき、医療費をより有効に使え
るようにしましょう。

250,000

300,000

350,000

325,000

275,000

400,000

 
 
 
 

375,000

 
葛城市 

奈良県 

平成16年度 平成15年度 平成14年度 平成13年度 

50,000

60,000

53,620

55,160

51,123 53,098

56,606

53,387

57,516

53,173

59,399

59,122

62,101

61,464

70,000

平成17年度上半期 平成16年度下半期 平成16年度上半期 平成15年度下半期 平成15年度上半期 平成14年度下半期 

葛城市 

県平均 

60,000

70,000

65,000

80,000

75,000

葛城市 

奈良県 

平成16年度 平成15年度 平成14年度 平成13年度 

年間１人あたりの医療費の推移 医療分年間１人あたりの税負担の推移

月額１人あたり医療費推移（一部負担金除く） ※表示単位（円）

（市民課）

（市民課）



10広報「 」平成18年2月号

携帯携帯119119番番による通報が直接受信に！

携帯電話などの移動電話は、著しい加入者
の増加で国民2人に1人が持つというほど普
及しています。それに伴い、葛城市において
も年々携帯電話からの通報による出動要請が
増えています。
現在、葛城市から携帯電話で１１９番通報

した場合、一旦、代表消防本部である中和広
域消防組合につながり、葛城市消防本部に転
送されていましたが、3月1日から直接当消
防本部につながるようになります。
直接受信で、時間の遅延等の問題が解消さ

れますが、携帯電話は通報者が今いる場所が分からない場合が多く、災害発生場所を
聴取するのに時間がかかる場合があります。携帯電話から通報する時は、次のことに
注意しましょう。

① 住所・目標物を確かめてから落ち着いて通報しましょう。
② 電話番号はすぐ言えるようにしておきましょう。
③ 消防本部指令室からかけ直すことがありますので、通報後10分間程度は電話の電
源を切らないようにしましょう。
④ 運転中に通報する場合は、安全な場所に一旦停車してから通報しましょう。
⑤ 自動車専用道路（南阪奈道路）の場合は、上り、下り車線
及びキロポスト（位置表示）等を確認してから通報しましょう。
⑥ トンネル等からは、かかりにくくなる場合があります。
⑦ 管轄以外の消防本部につながったときは、転送に数10秒か
かりますので電話を切らずにお待ちください。

消防署では、「いざ」という時のために、初期消火訓
練・応急手当等の講習会を実施しています。積極的な
参加をお願いします。
※ 火事の問い合わせは、住民案内「（69）9988」へ、
病院照会等の問い合わせは、「（69）7171」へお願い
します。

（葛城市消防本部消防指令課）

☆★119コーナー ☆★　平成17年12月中 火災…０件 救急… 138件 救助…１件
平成17年中の累計 火災…９件 救急…1,277件　 救助…21件
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《「貸します詐欺」にご注意ください！》

最近、大手金融機関などを装って、「お金貸します」といった内容の偽者ＤＭ（ダイレクトメール）や携帯メ
ール等を送りつけて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増しています。
このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。このような被害にあわないよう十分ご注意ください。

こんな騙しの手口にご注意…
【被害例】
ある女性が自宅に送られてきたダイレクトメールを見て50万円の融資を申し込んだところ、担当者から翌日

連絡があり「本審査が通りました。登録料5万5千円が必要です。そのお金は融資のときに返済します。」など
と言われて振り込んでしまった。
その後「登録のエラーが出たのでもう一度振り込んでください。」「保証人は要りませんが一時保険金に加入のため

12万3千円が必要です。」などと言われて総額22万3千円を振り込んだが、その後の融資が行われなかった。
ダイレクトメールでは大手の金融機関のグループ会社を装っていたが、調べるとそのような業者はなかった。
このような手口の他にも「信用保証機関への紹介」や「債務データの改善」など様々な理由をつけて、融資

をする前に必ずお金を振り込もうとさせます。

騙されないために…

取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸します」とのダイレクトメール（ＤＭ）・携帯メ
ール等に注意。（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）

融資をする前に、様々な口実でお金を振り込まそうとする手口に注意。（保証料、保険料などの名目で必
ずお金を要求してきます。）

「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の前に下記までお問い合わせください。

「貸します詐欺」被害ホットライン 電話03（5320）4775（東京都貸金業対策課）
平日：午前9時～正午、午後1時～4時30分（夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」になります。）

《車上（部品）ねらい・自転車盗等が多発ご注意を！》
高田警察署管内における昨年11月末現在の全刑法犯発生件数は、3,031件であり、一日平均9.07件が発

生している計算となります。
その内、多発している主な街頭犯罪は、

車上ねらい・部品ねらい　…　602件 自転車盗　……………　597件
オートバイ盗　………………　175件 自販機ねらい ………　 86件
ひったくり　…………………　 59件

合計1,519件と全刑法犯の内の50.1％を占めています。
これらの身近な犯罪は、一人ひとりが「被害に遭いにくくする」といった防犯意識と努力によって被害を防
ぐことができますので皆さんのご協力をお願いします。

▼ 車から離れるときは、必ずロックをする。 ▼ 車内に物を置かずに空っぽにする。
▼ 着脱式カーナビは、車から離れるとき必ず取り外す。▼ 道路に駐車しない。
▼ バッグやカバン等の中身が例え空っぽや貴重品が入っていない場合でも座席等車外から見える状態
で放置しない。 ▼ 車を駐車する時は、ビデオカメラなどの防犯設備した明るい駐車場を選ぶ。

▼ 車のガラスを割ったり、ドアーを開けた時にブザー等が鳴る車上盗難警報機などを取り付ける。

▼ 被害者の内、約半数は、カギのかけていない自転車ですので短時間でも確実に施錠する。
▼ 自転車に取り付けてある差し込み錠、馬蹄錠等の施錠以外に前後輪のいずれかに丈夫なチェーン錠
やＵ字ロックを施すなどツーロックにする。 ▼ 車体に住所、氏名を記載する。

▼ 自転車には防犯登録を、オートバイにはグッドライダー登録をする。
▼ オートバイは、エンジンキーを抜き、ハンドルロックを確実に施し、更にＵ字ロック等をする。
▼ 自転車やオートバイは、道路等に置かないで防犯設備の行き届いた駐輪場に置く。

車上ねらいや自転車等の盗難被害に遭った時、直ぐに警察に届けてください。ドロボウを見つけたら直ぐに
１１０番してください。
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障害者自立支援法の成立により、精神疾患・てんかん等で病院に通院の際にご利用いただ
く精神通院医療費の公費負担制度と、人工透析等で病院にかかるときにご利用いただく更生
医療の公費負担制度、および在宅福祉サービスや施設入所等でご利用いただく支援費制度は、
本年4月1日から障害者自立支援法として制度改正されます。
それに伴い、現在利用中で対象者の皆さまにはすでに文書で通知させていただきましたが、

新たに支給認定申請が必要になります。手続が遅れますと、受給者証等の発行も遅くなりま
すので、通知させていただいた期間内に申請いただきますようお願いします。

◎詳しくは、社会福祉課まで。

クラス紹介
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☆ 健康相談
●日時：2月9日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：2月22日（水）・23日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

は奈良県の地図上を
歩くバーチャルウォーキングです。万歩計を付
け1万歩歩くごとに地図に色を塗っていきます。
健康増進課や健康づくり推進員が主催するウ

ォーキングや教室などでエントリーすることが
できます。
詳しくは、新庄健康福祉センタ－

TEL (69)9900まで。

1月5日（木）に万年青年歩こう会（万青会）の
方々が橿原神宮までウォーキングをされました。
雪もちらついていましたが、参加者は和気藹々！足

取りも軽くお正月太り解消？と元気に歩かれました。
また、今回は“ ”にエント

リーの方々も参加され道中、話に花が咲きました。
万青会は、高血圧・高脂血症・肥満予防のために毎

月約5㎞を歩いています。参加申し込みは不要です。
歩いてみよう！と思われる方はぜひご参加ください。
日　　時：毎月第1木曜日午前9：00集合
集合場所：新庄健康福祉センター

平成18年4月1日から法改正に伴い、麻しん（はしか）
と風しん混合ワクチンの2回接種制度が導入されます。
現在、麻しんと風しんの予防接種の対象者（生後12月か

ら生後90月に至るまでの間にある幼児）であって、まだ麻
しん及び風しんの予防接種を受けていないお子さんがいら
っしゃる保護者の方は、かかりつけ医師とご相談頂くこと
をお勧めします。
詳しくは、広報かつらぎ11月号をご覧頂くか、新庄健康

福祉センター（TEL 69－9900）または當麻保健センター
（TEL 48－6611）までお問い合わせください。

個別子宮がんは2月末まで、乳
がん検診は3月末までです。受診
をご希望の方は新庄健康福祉セン
ターまたは當麻保健センターま
で、お早めに受診票を取りにお越
しください。
また、現在受診票をお持ちの方

は、有効期限内に必ずお受けにな
りますようお願いいたします。
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
人
と
人
を
時
間

と
空
間
を
超
え
て
「
自
由
」
に
情
報
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
通
信
回
線
で

世
界
各
地
の
個
人
や
組
織
が
つ
な
が
り
、

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・
家
庭

用
ゲ
ー
ム
機
、
そ
し
て
テ
レ
ビ

か
ら
も
接
続
（
ア
ク
セ
ス
）
す

る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
機
能

を
持
つ
画
期
的
な
情
報
技
術
で

す
。
ま
さ
に
、
使
い
こ
な
せ
ば

こ
れ
ほ
ど
便
利
で
生
活
に
役
立

つ
も
の
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
よ
い
面
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
基
本
的
に
文
字
を
主
体

と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
だ
か
ら
、
声
や
表
情
が
伝
わ
り
に

く
く
、
特
別
な
装
置
を
つ
け
な
い
か
ぎ
り

顔
も
見
え
な
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

掲
示
板
上
や
チ
ャ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
長
崎
・

佐
世
保
の
小
学
生
に
よ
る
同
級
生
殺
人
事

件
な
ど
は
記
憶
に
新
し
い
事
件
で
す
が
、

他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
メ
ー

ル
で
人
や
学
校
を
脅
し
た
り
、
殺
人
や
犯

罪
を
依
頼
し
た
り
す
る
と
い
う
事
件
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
掲
示
板
上
の
差
別
書
き
込
み
事
象
問

題
を
は
じ
め
、
正
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
暴

力
画
像
や
ワ
イ
セ
ツ
画
像
な
ど
の
有
害
情

報
が
氾
濫
・
横
行
す
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
架
空
請
求
や
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
、
自
殺
サ
イ
ト
、
違
法
な
薬
物
や
物

品
の
販
売
や
爆
弾
の
製
造
法
な
ど
、
想
像

を
絶
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
情
報
が
氾
濫

し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
生
き
て
い
ま
す
。
誰
も

が
、
突
然
、
有
害
情
報
に
接

し
た
り
、
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
直
面
し
た
と
き
に
、
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
よ
い
か
、
普
段

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
持

つ
『
光
と
影
』
の
両
面
を
理

解
し
、
学
ん
で
お
く
こ
と
が

必
要
と
い
え
ま
す
。

啓
発
連
協
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
上
に
続
発
す

る
差
別
書
き
込
み
に
対
し
て
、
奈
良
県
で

は
差
別
書
き
込
み
を
監
視
し
て
啓
発
す
る

本
格
的
な
拠
点
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
が
２
年
前
か
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
奈
良
県
全
市
町
村
で
組

織
す
る
「
奈
良
県
市
町
村
人
権
・
同
和
問

題
啓
発
活
動
推
進
本
部
連
絡
協
議
会
」（
略

称
―
啓
発
連
協
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー
２
５
０
人
で
、

５
人
１
組
で
50
チ
ー
ム
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
ん
で
毎
週
２
回
、
監
視
と
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

有
害
情
報
、
差
別
書
き
込
み
な
ど
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
小
・
中
学
校
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
扱
い
に
つ
い
て
先
生

の
指
導
の
も
と
で
学
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
社
会
で
是

非
必
要
な
も
の
と
し
て
学
習
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
日
で
は
家
庭
に
お
い
て
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
か
な
り
普
及
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
は
家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
機
会
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
を
有
害
情
報
や

差
別
書
き
込
み
な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
、

家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際

の
ル
ー
ル
作
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
に
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
。

□
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

□
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
家
族
が
集
ま
る
部
屋

な
ど
大
人
の
目
が
届
く
と
こ
ろ
で
利
用
さ
せ
　

て
い
ま
す
か
？

□

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
　

ル
を
、
家
庭
で
設
け
て
い
ま
す
か
？

□

保
護
者
か
ら
も
積
極
的
に
誘
い
か
け
て
、

子
ど
も
と
一
緒
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

す
る
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

□

保
護
者
の
許
可
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
個
人
情
報
を
明
か
さ
な
い
こ
と
を
、
子

ど
も
に
し
っ
か
り
と
守
ら
せ
て
い
ま
す
か
？

□

個
人
情
報
の
入
力
を
求
め
ら
れ
る
サ
イ
ト

で
は
、
必
ず
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
記
述
や
情
報
を
事
前
に
確
認
し
　

て
い
ま
す
か
？

□

オ
ン
ラ
イ
ン
で
知
り
合
っ
た
人
と
実
際
に

会
う
場
合
に
は
、
必
ず
保
護
者
が
付
き
添
い

ま
し
ょ
う
。

（
葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活
動
推
進
本
部
）
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新庄小学校附属幼稚園は、昭和48（1973）
年に開園しました。２年保育で、園児数は146
名です。「元気で仲良く一生懸命に」を教育目
標に、子どもたちが色々な経験ができるよう
創意工夫しています。そして、地域の自然や
人々とのかかわりを大切にし、感動する心や
思いやりを育て、生きていくための基礎とな
る力を身に付ける教育を目指しています。
近年の環境の変化は、子ども達の生活や発

達に大きな影響を及ぼし、体格は良いが体力
が低下して疲れやすいなどと指摘されていま
す。本園では、体力増進も念頭に置いて、運
動遊びに力を注いでいます。

「おはようございます。今日も元気に頑張って走りましょう」
- -  子ども達の元気な放送でマラソンが始まります。
年少組は運動場のトラック、年長組は園施設を利用したマラ

ソンコース（築山、木の根っこ、飛び石などを通るコース）を
走ります。１周するごとにチップを１枚取り、集めたチップの
数を「ゴーゴーマラソンカード」に書き込みます。「僕は、今
日４枚」「私は６枚」と友達と競い合ったり、「僕の方が３枚多
い」と数比べをしたりしています。
12月はじめには、園の外周道路を年少組は１周、年長組は２

周走るマラソン大会があります。「先生、うちの子、転んだの
に頑張って走ってるね。感動やわ!!」と涙ぐむ保護者もおられ
ます。
子ども達は、地域の方、保護者の方の大声援に励まされ、転

んでも泣かず、全員完走することができました。

初めて出会ったコーチから丁寧に指導し
ていただき、子ども達はグランド内を走り
回りました。
動くボールの方向や強さをコントロール

して蹴ったり、協力してボールを蹴り返し
たりしながら、ルールを守って遊びました。
チームに分かれての試合も、時を忘れて

素早い身のこなしでした。機会を逃さず、
楽しく夢中になれる活動を取り入れていき
たいものです。

ヤッター！友だちと力を合わせた初ゴールに笑顔いっぱい

よーし頑張るぞ！スタートラインに並んだ元気いっぱい

巧みなボールさばき、輝きいっぱい

第2回　新庄小学校附属幼稚園
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2月1日～3月5日 新庄文化会館（マルベリーホール） 

9：00～17：00

展示室（マルベリーホール） 

69-98052月26日 手芸サークル   10周年記念展示 無　料 大屋北自治会   手芸サークル 
期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

未　　定 

未　　定 

當麻文化会館 

48-2054【白鳳中学校】 

48-2876【吉村】 

  2 

  3 

23 

  5

木 

日 

白鳳中学校2年生「総合」発表会 

カラオケ発表会 

関係者 

無　料 

白鳳中学校 

葛城市勤労者会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

 

 2 

 3 

  4 

11 

17 

18 

23 

26 

  5

土 

土 

金 

土 

木 

日 

日 

華表保育園生活発表会 

奈良県高等学校連合音楽会 

綾小路きみまろお笑いトークライブ 
ミュージック・フェア　イン　かつらぎ 
 
生涯学習まちづくり推進大会 

子ども映画会 

関係者 

関係者 

有　料 

関係者 

有　料 

無　料 

関係者 

9：00～12：00 

12：00～ 

18：30～ 

13：30～16：30 

18：30～ 

13：00～16：00 

未　定 

 

 

69-6368 

0742-46-0017【登美ヶ丘高校】 
69-4600【新庄文化会館】 

48-2811【学校教育課】 

69-4600【新庄文化会館】 

48-2811【生涯学習課】 

48-2811【生涯学習課】 

華表保育園 

奈良県高等学校音楽教育研究会 

葛城市 

葛城市教育委員会 

葛城市 

葛城市教育委員会 

葛城市子ども会育成連絡協議会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

森山直太朗コンサートツアー2005～2006
『君は五番目の季節』追加公演 

 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
準備、リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
詳細については、主催者にお問い合わせください。

に白字は休館日。

　　※15歳以下入場不可

-綾小路きみまろお笑いトークライブ- 
【日　時】2006年2月17日(金) 
【会　場】新庄文化会館 
【開　演】18時30分～ 
 【主　催】葛城市 
 【お問い合わせ】新庄文化会館（TEL69-4600）

完売御礼

完売御礼

会員募集

ステージオペレーター募集 

あなたも参加
　　　してみませんか？

ステージオペレータークラブでは、
ホールの催しに欠かせないスタッフを
募集しています。

【活動内容・入会資格】
☆ステージオペレータークラブは、新庄文化
　会館の催しにおいて照明・音響・舞台設備
　の操作等を実際に裏方として担当していま
　す。また、積極的に新しい催し物（ミュー
　ジックフェスティバル）等の企画・演出に
　も携わっていただきます。こうした舞台芸
　術に興味があり、一緒に感動を味わってみ
　たい方の参加をお待ちしております。
☆１６歳以上で性別、経験は問いません。

【申込・お問い合わせ先】
　新庄文化会館（ステージオペレーター
　クラブ事務局）及び當麻文化会館

【日　時】2006年2月23日(木) 
【会　場】新庄文化会館 
【開　演】18時30分～ 
 【主　催】葛城市 
 【お問い合わせ】新庄文化会館（TEL69-4600）

【日　時】2006年2月23日(木) 
【会　場】新庄文化会館 
【開　演】18時30分～ 
 【主　催】葛城市 
 【お問い合わせ】新庄文化会館（TEL69-4600）

休休休休
館館館館
日日日日

新庄文化会館

當麻文化会館

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728

日 月 火金 土木水火水 木 金 土 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
ＪＲ全線全駅下車の旅 横見　浩彦 ○
開発途上国の政治的リーダーたち 石井　貫太郎 ○
またまたへんないきもの 早川　いくを ○
あなたのなかのサル フランス・ドゥ・ヴァール ○
自動車の不思議 自動車技術研究会 ○
くるくるチョコと水玉ショコラ 石橋　かおり ○
寺山修司の声が聞こえる 岸本　宏 ○
死後結婚 岩井　志麻子 ○ ○
単騎、千里を走る。 白川　道 ○
タッチ ダニエル・キイス ○　 ○
★白いおばけのスー ＨＩＬＯＫＯ ○
★インフルエンザ感染爆発 デイビッド・ゲッツ ○
★小中学生からとれる資格と検定大事典！ オバタカズユキ ○
★偉大な芸術家に教わる絵の描きかた　静物編 スー・レイシー ○
★やまんばあさんの大運動会 富安　陽子 ○
★広島昭和20年8月6日 遊川　和彦 ○
★すみれちゃん 石井　睦美 ○
★その歌声は天にあふれる ジャミラ・ガヴィン ○ ○
★ぽけっとくらべ 和田　誠 ○ ○
★ミスタードッグ ガース・ウィリアムズ ○

22 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

２
月
11
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
新
庄
図
書
館

日
時：

２
月
25
日(

土)

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館

お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
森
の
お
ば
あ
さ
ん

組
木
…
て
ぶ
く
ろ

紙
芝
居
…
か
く
し
た
の
だ
あ
れ

む
か
ー
し
む
か
し
の
ひ
な
あ
ら
れほ

か

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
ご
ろ
は
ち
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

絵
本
…
た
ま
ご
か
ら
う
ま
れ
た
女
の
子
　

ほ
か

★
當
麻
図
書
館

日
時：

２
月
12
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
…
い
い
も
の
み
つ
け
た

組
木
…
て
ぶ
く
ろ

絵
本
…
は
こ
の
な
か
み
は

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
良
弁
杉

絵
本
…
あ
た
し
も
び
ょ
う
き
に
な
り
た
い
な
！

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。 に色字は図書館整理休館日。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728

日 月 火金 土木水火水 木 金 土 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728當麻図書館

新庄図書館

人気店の味を家で楽しむ
絶品お好み焼き

たこ焼き・もんじゃ焼き
成美堂出版編集部／編

ふりかけ
こどものとも年少版
いしだ　えつ子／文
横尾　美美／絵

東
京
風
・
大
阪
風
・
広
島
風
の
定
番
お
好

み
焼
き
に
た
こ
焼
き
、
も
ん
じ
ゃ
焼
き
か
ら

ね
ぎ
焼
き
、
明
石
焼
き
、
と
ん
平
焼
き
な
ど
。

さ
ら
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
御
当
地
メ
ニ
ュ
ー

ま
で
、
有
名
店
が
実
際
の
店
で
の
作
り
方
を

惜
し
げ
も
な
く
大
公
開
。
豊
富
な
写
真
を
見

て
い
る
だ
け
で
も
お
腹
が
減
っ
て
き
ま
す
。

今
日
は
お
好
み
焼
き
で
決
ま
り
で
す
ね
。

ほ
か
ほ
か
ご
飯
に
ふ
り
か
け
る
色
と
り
ど

り
の
ふ
り
か
け
絵
本
。
か
つ
お
節
や
き
ざ
み

の
り
、
ご
ま
塩
、
青
の
り
、
粉
チ
ー
ズ
。
お

い
し
い
料
理
に
ふ
り
か
け
て
、
ど
う
ぞ
た
く

さ
ん
召
し
上
が
れ
。
ふ
り
か
け
が
落
ち
る
様

子
を
的
確
に
表
現
し
た
、
軽
や
か
で
ず
っ
し

り
と
心
に
響
く
言
葉
と
、
鮮
や
か
な
色
合
い

の
ご
飯
に
う
ど
ん
、
グ
ラ
タ
ン
。
食
卓
と
は

一
味
違
う
「
ふ
り
か
け
」
世
界
を
、
ど
う
ぞ

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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市役所へのお問い合せは、新庄庁舎TEL（69）3001 または 當麻庁舎TEL（48）2811まで。

税
の
納
期

２
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
分

の
納
付
月
で
す
。

は
、

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
税
務
課
）

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』
第
11
回

「
江
戸
時
代
の
葛
城
市
域
の

神
社
と
信
仰
」

▼
日
　
時：

２
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

吉
田
　
栄
治
郎
氏

（
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館
ま
で
。

TEL
（
64
）
１
４
１
４

FAX
（
62
）
１
６
６
１

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

２
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合
TEL(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

２
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

市
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
市
県
民
税
申
告
の
申
告
期

間
は
、
２
月
16
日(

木)

〜
３
月
15
日(

水)

ま
で
で
す
。（
土
・
日
を
除
く
）

市
役
所
新
庄
庁
舎
２
階
会
議
室
、
當
麻

庁
舎
１
階
市
民
相
談
室
で
受
付
し
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
の
資
料
と
し

て
も
必
要
で
す
。
収
入
の
な
か
っ
た
人
も
、

そ
の
状
況
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）

市
民
農
園
利
用
者
募
集

野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
、
自
然
の
豊
か

さ
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
市
民
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

名
　
称
…
葛
城
市
ふ
れ
あ
い
農
園

所
在
地
…
柿
本
・
林
堂

利
用
期
間
…
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

利
用
料
…
33
㎡
・
年
間
７
０
０
０
円

対
　
象
…
葛
城
市
在
住
者

そ
の
他
…
駐
車
場
あ
り
・
栽
培
コ
ン
テ
　

ス
ト
の
実
施
な
ど

◎
詳
し
く
は
、
JA
奈
良
県
新
庄
経
済
セ
ン
タ
ー

TEL
（
69
）
２
２
５
５

ま
た
は
農
林
商
工
課
ま
で
。

（
農
林
商
工
課
）

當當當當 麻麻麻麻 図図図図 書書書書 館館館館 休休休休 館館館館 とととと 特特特特 別別別別 貸貸貸貸 出出出出 のののの おおおお 知知知知 らららら せせせせ
図書館では、皆さんに多くの図書を利用していただきやすくするために、

本年度も蔵書の点検と整理を行いますので、3月3日(金)から3月16日(木)
までの期間、休館します。
特別貸出は2月15日(水)から3月2日(木)まで行います。
貸出冊数は1人10冊、返却期限は3月19日（日）です。
休館中の資料の閲覧、貸出、相談等は新庄図書館をご利用ください。
長期にわたる休館でご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

（當麻図書館）

観
光
情
報
の
登
録
募
集

葛
城
市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
各
地
域
の

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を
目
的
と
し
て
、

皆
さ
ま
が
お
す
す
め
し
た
い
、
と
び
っ
き
り

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
あ
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
市
Ｈ
Ｐ
や
観
光
マ
ッ

プ
等
に
掲
載
す
る
な
ど
観
光
Ｐ
Ｒ
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

県
民
公
開
講
演
会

▼
演
　
題：

高
脂
血
症
と
日
常
生
活

▼
講
　
師：

菊
池
　
英
亮
先
生

(

奈
良
県
立
奈
良
病
院
副
院
長)

▼
日
　
時：
２
月
19
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

▼
会
　
場：
な
ら
１
０
０
年
会
館

◎
詳
し
く
は
、

(

社)

奈
良
県
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会

TEL
０
７
４
３
（
62
）
０
５
２
５
ま
で
。
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老
齢
者
の
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請
に
つ
い
て

本
人
ま
た
は
、
そ
の
扶
養
者
が
所
得
税

や
市
県
民
税
の
申
告
で
、
障
害
者
控
除
ま

た
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
、
ま
た
は

市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
必
要
で
す
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
に
つ
い

て
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
税
の
申
告
時
に
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
昭
和
16
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
65
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
障
害
者

に
準
ず
る
者
と
し
て
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
印

鑑
と
医
師
が
記
載
す
る
障
害
者
・
特
別
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
用
意
見
書
（
介
護

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要
介
護
認
定
時
の

主
治
医
意
見
書
に
よ
り
判
定
で
き
る
場
合

は
、
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）
を
添

え
て
高
齢
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
。

第
４
回
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

市
民
セ
ミ
ナ
ー
開
催

お
酒
の
飲
み
方
に

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
日
　
時：

３
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
20
分
ま
で

▼
会
　
場：

生
駒
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
内
）

▼
内
　
容：

講
演
…
平
山
　
智
英
氏

（
奈
良
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
別
室
に
て
酒
害
相
談
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
断
酒
連
合
会
事
務
局

TEL
０
７
４
４
（
43
）
８
０
１
８
ま
で
。

放
送
大
学
教
養
学
部
・
大
学
院

生
徒
募
集
平
成
17
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
生
涯
学
習
機
関
の
一
つ

と
し
て
広
く
社
会
人
に
開
か
れ
た
正
規
の

大
学
で
す
。
授
業
科
目
は
、
約
３
６
０

（
学
部
・
大
学
院
）
科
目
か
ら
自
由
に
選
択

で
き
、
１
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
習
方
法
は
、
自
宅
で
Ｃ
Ｓ
放

送
や
Ｃ
A
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
て
学
習
で
き
ま

す
。
ま
た
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ビ
デ

オ
・
音
声
テ
ー
プ
に
よ
る
学
習
並
び
に
テ

ー
プ
貸
出
も
可
能
で
す
。

大
学
院
学
生
も
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
す
る
学
生：

▼
学
　
部
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
全
科
履
修
生
…
満
18
歳
以
上
、
４
年
以
上
在
学

・
選
科
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
１
年
在
学

・
科
目
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
半
年
在
学

▼
大
学
院
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

﹇
上
位
（
専
修
）
免
許
取
得
に
利
用
可
﹈

・
修
士
選
科
生
…
満
18
歳
以
上
、
１
年
在
学

・
修
士
科
目
生
…
満
18
歳
以
上
、
半
年
在
学

◎
出
願
方
法：

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

２
月
28
日
（
火
）（
必
着
）
ま
で
に
同
大
学
本

部
（
千
葉
市)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
６
３
０-

８
４
２
５

奈
良
市
鹿
野
園
町
８
０
６
（
奈
良
佐
保
短
期
大
学
内
）

TEL
０
７
４
２
（
64
）
２
６
９
５

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
出
願
も
で
き
ま
す
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.u
-a
ir.a

c
.jp

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
意
見
を
聞
く
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容：

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
が
主
な
活
動
で
す
。

▼
委
嘱
期
間：

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格：

満
20
歳
以
上
で
、

近
畿
２
府
４
県
に
在
住
の
人

▼
募
集
人
員：

１
３
０
人

▼
応
募
方
法：

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
応
募
動
機
を
記
入
し
、
左
記
の

宛
先
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
５
４
０-

８
７
９
５

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
の
５
の
44

近
畿
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部

電
気
通
信
事
業
課
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

〜
私
の
視
点
、
私
の
感
覚
、

私
の
言
葉
で
参
加
し
ま
す
〜

平
成
21
年
５
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
員
制
度
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
と

裁
判
員
の
相
乗
効
果
に
よ
り
い
っ
そ
う
身
近

で
、
速
く
て
、
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
を
実

現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

学
校
、
職
場
、
自
治
会
サ
ー
ク
ル
等
各
種

団
体
に
お
い
て
、
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
説

明
会
・
講
演
会
等
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

TEL
０
７
４
２
（
27
）
６
８
２
１
ま
で
。

＊
受
付
時
間
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
も
で
き
ま
す
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
ta
b
.g
o
.jp
/

＊
応
募
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
モ
ニ
タ
ー

選
考
・
活
動
の
ご
連
絡
等
、
本
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
運
営

に
の
み
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

近
畿
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

TEL
０
６
（
６
９
４
２
）
８
５
１
８
ま
で
。



●日時　2月9日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　2月16日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　2月23日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　2月16日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　2月23日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


